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令和５年度消防学校教育訓練実施計画 

Ⅰ 基本方針 

  消防学校で実施する教育訓練は、消防職員、消防団員及び消防関係者に対し、消防

の責務を正しく認識させ、社会情勢の変化や技術の発展に的確に対応するために、

住民から期待される水準を充たす消防に係る知識及び技能の効率的かつ効果的な習

得を図り、もって適切公正、安全かつ能率的に業務を遂行できる消防職員、消防団

員及び消防関係者の資質を高めることを目指し行うものとする。 

Ⅱ 教育訓練の種類 

  １ 消防職員に対する教育 

（１） 初任教育 

新たに採用された消防職員に対し、職務遂行に必要な基礎的知識と技術を

習得させるとともに、人格の向上、体力と気力の練成、規律の保持、協同精

神のかん養等の教育訓練を実施して、即戦力となる消防職員を養成する。 

（２） 専科教育 

  複雑・多様化する各種の災害に対処するため、災害予防、救急処置、人命

救助等の特定分野に関する専門職員を養成する。 

① 特殊災害科

特殊物質に関する専門的知識を習得させ、特殊かつ異様な災害への対応を含

め、災害の様態に応じた的確な消防活動要領及び隊員の安全管理を優先して適

切かつ効果的な消防戦術の指揮技能を習得させる。 

② 予防査察科

予防査察業務の現状と課題を理解させ、防火管理、建築規制、違反処理、消

防用設備等に関する基本的な権限に基づき、公正・公平に執行できる専門的知

識と違反対象物に対する是正技法等を習得させる。 

③ 危険物科

危険物化学及び危険性物質の性状等を理解させ、各種実験を通して危険物規

制に関する業務上必要な専門的知識と技術を習得させる。 

④ 救急科

救急業務の現状と課題を理解させ、救急医学に関する基本的知識と応急処置

に必要な解剖生理及び各科の疾病状況に関する専門的知識並びに専門的技術

を習得させ、救急隊員の資格を取得させる。 

⑤ 救助科

救助業務の現状と課題を理解させ、救助活動に関する専門的知識と技術を習

得させ、強靭な体力と気力を錬成させる。 
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（３） 幹部教育 

組織の管理を職務とする長及び消防部隊の長又はその予定者に対し、事務執行

体制のあり方、消防活動時における消防部隊及び隊員管理に必要な知識と技術を

習得させ、組織運営を効率的・効果的に推進する幹部職員を育成する。 

① 中級幹部科

中級幹部としての責任と立場を認識させ、消防施策立案、部隊員管理及び災

害現場指揮概論を再認識させ、有機的な組織管理・運営に必要な知識と手法を

習得させる。 

（４）  特別教育 

① ポンプ操法指導員研修

消防ポンプ操法の指導員として必要な知識と技術を習得させる。

② 防火管理指導員研修

自衛消防隊の指導に必要な知識と技術を習得させる。

③ 新任救急隊員（救命士）研修

救急科を修了していない救急隊員（救急救命士）に対して、救急業務の現状

と課題を再認識させ、さらなる専門的知識と技術を習得させる。 

④ 救急救命士処置拡大研修（令和５年度限り）

心肺機能停止前の重度傷病者に対する静脈路確保及び輸液、血糖測定並びに

低血糖発作症例へのブドウ糖投与等、病態に応じた適切な薬剤の投与ができる

知識と技術を習得させる。 

⑤ 救急隊長研修

救急業務の現状と課題及び救急隊長の役割を理解させ、効率的・効果的な業

務管理、現場指揮及び部下指導に必要な知識と技術を習得させる。 

２ 消防団員に対する教育 

（１） 基礎教育 

地域防災の担い手としての任務を理解させ、消防組織法の概要及び消防防

災対策に必要な基礎的な知識と技術を習得させる。 

（２） 専科教育(警防科) 

警防業務に関する知識及び行動原則並びに各種災害事象における消防団の

役割及び活動内容を理解させ災害現場において中核的な活動要領を習得させ

る。 

（３） 幹部教育 

班長以上の階級にある者に対し、消防団の管理運営に関する知見を習得さ

せると共に、災害対応時における指揮及び団員への訓練指導並びに地域住民

に対する防災指導に必要な知識と技術を習得させる。 

① 初級幹部科

消防団初級幹部としての責任と立場を認識させ、消防団の運営に必要な規

律、安全管理及び災害活動要領を習得させる。 
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（４） 特別教育 

① 操法科

沖縄県消防操法大会実施要領に基づく、消防ポンプ操法要領を習得させる。

② 急患搬送業務基礎研修（新設）

消防非常備町村の消防団員等に対し、急患搬送業務に必要な基礎的な知識と

技術を習得させる。 

③ 現地教育

消防学校教官等を現地訓練要請町村（非常備消防町村）へ派遣し、消防団

活動に必要な知識と技術を習得させる。 

３  その他の教育(消防防災関係者） 

（１） 女性防火クラブ研修 

女性防火クラブ員等に対し、消防に関する知識及び技術を習得させる。 

（２） 自衛消防隊研修 

  防火管理者講習を修了した者に対し、消防用設備、消火器具及び避難器具

等の取扱訓練を実施し、防火管理上必要な知識と技術を習得させる。 
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土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

　 　

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

　

　

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
　 　 　

　 　 　

　 初任教育 実日数114日 時間数800時間 

８ 月

９ 月

令和５年度　　教 育 訓 練 日 程 表

５ 月

６ 月

７ 月

初任教育 実日数 114 日 時間数 800 時間

初任教育 実日数 114 日 時間数 800 時間

初任教育 実日数 114 日 時間数 800 時間

予防査察科実日数10 日時間数70 時間

初任教育 実日数 114 日 時間数 800 時間

初任教育 実日数 114日 時間数 800 時間

初任教育 実日数 114 日 時間数 800 時間

卒業

卒業日

初任所属実務研修

７/24～７/28

入校

式典

退寮敬老

の日
秋分

の日

山の

日

海の

日

慰霊

の日

昭和

の日

憲法

記念日

みどり

の日

こども

の日

実務

研修

予防査察科 実日数10日時間数70時間

休校日

実務

研修

消防団操法科実日数3日 21時間

ポンプ操法指導員研修 実日数5日時間数35 時間

振替

休校

（9/23)

振替

休校
（9/24)

6



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火
　 　 　　　消防団　基礎　 　

　 　 　 　 　　 　　 実日数3日　 　

　

　

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

　 　 　

　 　 　 　

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

　

　
 　

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

令和6年 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

　 　 　 　

１ 月 　 　 　

　

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

  　

　

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

　

　　 　

３ 月

12 月

　

２ 月

　

11 月
　

 

10 月
　

　　　

女性防火クラブ研修実日数2日時間数14時間

消防団警防科 実日数3日 21時間

救急隊長研修 実日数5日時間数35時間

救急科 実日数37日 時間数259時間消防団基礎教育

実日数3日時間数21時間

救急科 実日数37日 時間数259時間

危険物科実日数5日時間数35時間

消防団基礎教育実日数3日21時間

防火管理指導員研修 実日数5日 35時間

自衛消防隊研修 1日

救助科実日数20 日時間数140 時間

救助科実日数20 日時間数140 時間

スポー

ツの日

天皇

誕生日
建国

記念日

成人

の日

勤労感

謝の日
文化

の日

春分

の日

元日

救急科 実日数37日

時間数259時間

中級幹部科 実日数7日 時間数49時間

特殊災害科実日数9日時間数63時間
新任救急隊員（救命士）研修実日数8日時間数56時間

団初級幹部科実日数3日 21時間

振替

休日

自衛消防隊研修 1日

防火管理指導員研修 実日数5日 35時間

急患搬送業務基礎研修実日数3日 21時間

救急救命士処置拡大研修 実日数5日時間数35時間

実務

研修

実務

研修
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15



16



17



18



19



20



21
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24



25
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付 録

○ 関係書類作成要領

○ 教育種別携行品一覧表

○ 案 内 図

○ 配 置 図
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令和○
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〒

〒

※ 以下は、所管消防本部（局）において記載すること。

※１：教育訓練の実施や集団活動に影響する恐れのある疾病、通院、怪我、運動制限等を記載

※２：自衛消防隊研修のみ記載（消防法の内容が分からない場合は所管消防本部（局）に確認して記載）

注：所管消防本部（局）は申込者本人の記入内容を確認のうえ提出すること。

研修名年度 期

当該研修と関連する講習会、指導等（講習名、実施日、参加人数等） 実績

防火対象物（消防法施行令別表第１）

免状（写）

防火管理者講習

防火対象物の区分

住
所

健康状
況等

駆け足 大声発声 傷病、運動制限等　※１ アレルギー 喫煙

電話

履　歴　書　（女性防火クラブ・自衛消防隊用）

団体名

歳

ふりがな

本人住
所等

本人氏
名

生年月日 性別満年齢

携帯 役職等

特技（又
は趣味）

当該業務年数

種別 修了年月日 修了

団体住
所等

防火管
理　※２

（項）

住
所

不安、懸
念等

33



〒

〒

※ 以下は、所管消防本部（局）において記載すること。

※１：教育訓練の実施や集団活動に影響する恐れのある疾病、通院、怪我、運動制限等を記載

※２：自衛消防隊研修のみ記載（消防法の内容が分からない場合は所管消防本部（局）に確認して記載）

注：所管消防本部（局）は申込者本人の記入内容を確認のうえ提出すること。

○○講習会（日時：R03.5.3、参加者：○人）、△△講習会（日時：R03.10.10、参加者：△人）、現
地調査（R03.7.1-7.3、５件）

種別 修了年月日 修了 免状（写）

（６）項ロ 特別養護老人ホーム 甲種 R2.9.13 修了済 添付済

防火管
理　※２

防火対象物（消防法施行令別表第１）

不安、懸
念等

○○の訓練をしたことがないので不安、軽いヘ
ルニアがあり訓練についていけるのか不安

当該研修と関連する講習会、指導等（講習名、実施日、参加人数等） 実績 有

防火管理者講習

（項） 防火対象物の区分

特技（又
は趣味）

釣り、料理

健康状
況等

駆け足 大声発声 傷病、運動制限等　※１ アレルギー 喫煙

かなり不
安

可
○○ため通院中（○回/月）、○○た
め投薬中、椎間板ヘルニア（完治）

甲殻類、スギ花粉 有

団体住
所等

901-0024 電話 090-0000-0000 当該業務年数

住
所

与那原町字板良敷○○○－○ ３年４ヶ月

本人住
所等

901-0024 携帯 090-0000-0000 役職等

住
所

南風原町字大名○○○○　○○○○アパート000 夜勤当直主任

男

履　歴　書　（女性防火クラブ・自衛消防隊用）

団体名 デイケアサービス　○○○会

ふりがな しょうぼう　こうたろう 生年月日 満年齢 性別

本人氏
名

消防　孝太郎 S51.10.3 52 歳

年度 期 研修名

令和○年度 25 自衛消防隊研修
記入例
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